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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 第53期 第54期 第55期 第56期 第57期

決算年月 平成22年９月 平成23年９月 平成24年９月 平成25年９月 平成26年９月

売上高 （千円） 929,308 870,581 1,001,236 944,579 904,399

経常利益又は経常損失

（△）
（千円） 5,113 △33,659 4,865 △18,732 △29,451

当期純利益又は当期純損失

（△）
（千円） 389 △29,971 35,075 △66,193 △23,296

持分法を適用した場合の投

資利益
（千円） － － － － －

資本金 （千円） 515,900 515,900 515,900 515,900 515,900

発行済株式総数 （株） 4,295 4,295 4,270 4,255 4,252

純資産額 （千円） 2,470,376 2,440,405 2,475,480 2,409,287 2,385,990

総資産額 （千円） 3,854,686 3,766,304 3,756,449 3,630,429 3,613,015

１株当たり純資産額 （円） 575,174.89 568,196.76 579,737.74 566,224.94 561,145.49

１株当たり配当額

（円）

－ － － － －

(うち１株当たり中間配当

額)
(－) (－) (－) (－) (－)

１株当たり当期純利益金額

又は１株当たり当期純損失

金額（△）

（円） 88.74 △6,978.12 8,170.29 △15,505.51 △5,476.38

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額
（円） － － － － －

自己資本比率 （％） 64.0 64.8 65.9 66.4 66.0

自己資本利益率 （％） 0.0 △1.2 1.4 △2.7 △1.0

株価収益率 （倍） － － － － －

配当性向 （％） － － － － －

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） 116,560 50,101 158,111 45,117 112,815

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） △40,589 △40,811 △40,067 △122,144 △85,199

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） △54,991 △20,578 △58,415 15,408 △38,647

現金及び現金同等物の期末

残高
（千円） 62,334 51,045 110,673 49,055 38,023

従業員数
（人）

48 42 40 41 42

（外、平均臨時雇用者数） (73) (77) (77) (76) (71)

　（注）１．当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移については

記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため、記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

５．株価収益率については、当社株式は非上場であり、該当事項はありません。
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２【沿革】

昭和32年11月 兵庫県宝塚市において花屋敷ゴルフ倶楽部㈱を設立

昭和34年４月 兵庫県川西市において花屋敷ゴルフ倶楽部18ホールズを開業

昭和40年11月 ㈱花屋敷ゴルフ倶楽部に商号変更

昭和48年７月 兵庫県美嚢郡（現三木市）吉川町にコースを移転、ひろのコース18ホールズ、よかわコース18ホー

ルズとして開場

昭和49年10月 花屋敷土地開発㈱を吸収合併

昭和53年８月 子会社㈱花屋敷エンタープライズを設立、コース管理を委託

平成８年10月 子会社㈱花屋敷エンタープライズを吸収合併

平成15年７月 第三者割当増資　増資後資本金499,900千円

平成15年11月 第三者割当増資　増資後資本金515,900千円

 

３【事業の内容】

　当社は、メンバー制のひろのコース及びよかわコース（各18ホールズ）で構成されており、ゴルフ場の経営を主た

る業務としております。

　なお、当社は関係会社を有しておりません。

［事業系統図］

　以上述べた事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。

４【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

５【従業員の状況】

(1）提出会社の状況

平成26年９月30日現在
 

従業員数（人） 平均年令 平均勤続年数 平均年間給与（千円）

42 （71） 　49才　3ヵ月 　13年　10ヵ月 3,208

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、年間の平均人員を（　）外数で記載しております。

２．平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

(2）労働組合の状況

　労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1）業績

当事業年度におけるわが国経済は、新政権による経済・金融政策への期待感から緩やかな景気回復傾向にありま

したが、個人消費は平成26年4月以降に消費税増税等もあり落ち込み、まだまだ厳しい状況にあります。

ゴルフ業界におきましても、個人消費の伸び悩みを背景にプレー料金の低価格化競争が継続し、厳しい経営環境

が続いております。

このような状況のなか、当社は、ひろの・よかわ共にコースのクオリティを高め、よかわコースにおいては、

「スタジオアリス女子トーナメント」を開催し知名度を高め来場者の誘致に積極的な営業活動を行いましたが、冬

季・夏季の異常気象に伴う来場者の減少や個人の消費控えによる影響から、当事業年度の業績は、減収となりまし

た。

営業面（売上高）では、当事業年度の来場者は69,114人と前期を4,962人（△6.7％）下回り、営業収益は、904

百万円と前期より40百万円（△4.3％）の減少となりました。

　　一方、営業費用面は、経費の節減、合理化に努めました結果、減価償却費110百万円を含め965百万円と前期より

30百万円（△3.1％）減少いたしました。

この結果、営業損失は、61百万円（前期は51百万円の営業損失）、経常損失は、29百万円（前期は18百万円の経

常損失）、法人税等の計上により当期純損失は、23百万円（前期は66百万円の当期純損失）となりました。

(2）キャッシュ・フロー

　当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業キャッシュ・フローが112百万円と

なり、有形固定資産の取得による支出83万円、長短借入れによる収入310百万円、長短借入金の返済による支出245

百万円及び社債の償還による支出94百万円等により当事業年度末は、前事業年度末と比較して11百万円減少の38百

万円（前事業年度末49百万円）となりました。

　当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

　当事業年度における営業活動の結果得られた資金は、112百万円（前期比67百万円増）となりました。これは

税引前当期純損失29百万円があったものの、減価償却費110百万円の計上があったことによるものであります。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

　当事業年度における投資活動の結果使用した資金は85百万円（前期比36百万円減）となりました。これは主に

有形固定資産の取得による支出83百万円によるものであります。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

　当事業年度における財務活動の結果使用した資金は、38百万円（前期は、15百万円の収入）となりました。こ

れは主に短期借入れによる収入70百万円と長期借入れによる収入240百万円があり、短期借入金100百万円と長期

借入金145百万円の返済及び社債94百万円を償還した結果であります。
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２【収容人数、受注及び販売の状況】

(1）収容人数実績

　当事業年度の収容人数実績を収容場所別に示すと、次のとおりであります。

収容場所別
第57期

（自　平成25年10月１日
至　平成26年９月30日）

前年同期比（％）

ひろのコース（人） 28,628 95.2

よかわコース（人） 40,486 92.0

合計（人） 69,114 93.3

食堂（人） 123,313 87.2

　（注）　食堂の収容人数が多いのは、1人で昼・夕の食事と喫茶を利用されるためであります。

(2）受注実績

　当社はゴルフ場経営につき、該当事項はありません。

(3）販売実績

　当事業年度の販売実績を売上区分別に示すと、次のとおりであります。

売上区分別
第57期

（自　平成25年10月１日
至　平成26年９月30日）

前年同期比（％）

１．各種料金収入   

グリーンフィ収入（千円） 51,482 99.2

ビジターフィ収入（千円） 347,865 93.2

キャディフィ収入（千円） 198,860 95.9

その他（千円） 125,768 96.2

計（千円） 723,977 94.9

２．直売店収入   

ゴルフ用品（千円） 11,326 112.9

その他（千円） 12,397 96.9

計（千円） 23,724 103.9

３．食堂売店委託収入（千円） 19,820 95.3

４．会費収入（千円） 135,185 99.3

５．ロッカー保管料収入（千円） 1,692 97.5

合計（千円） 904,399 95.7

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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３【対処すべき課題】

(1）現状の認識について

　ゴルフ業界におきましては、将来を担うジュニア世代の育成やレディースゴルファーの需要拡大等の施策により

業界の活性化を図っておりますが、シニア層のゴルフ人口の大幅な減少やプレー代金の低価格化競争が継続してお

り、依然として厳しい状況にあります。

(2）当面の対処すべき課題の内容

　コース施設の改善を行いクオリティーを高め、来場者の誘致を図るとともに、快適なクラブライフが過ごせるよ

うサービス面の強化を行ない会員の活性化図ることが課題であります。また、ジュニア世代の育成に取り組み、将

来のゴルフ業界の活性化を図ることが課題であります。

(3）対処方針

　ゴルファーの情報を収集し、会員を含めて積極的な外交活動を展開し、来場者の増加策に取組み、また、魅力あ

るコース作りを行ってまいります。

(4）具体的な取組状況等

　来場者の誘致策として、会員へ特別優待券を発行し、併せて外交営業活動によるビジター誘致施策として、コン

ペ割引やオープンコンペの開催等を行い顧客誘致に取り組んでおります。

　さらに、ジュニア育成として、ジュニア大会開催の協力やジュニア料金の設定等プレーの機会を数多く経験頂け

るよう取り組んでおります。

　また、魅力あるコース作りを目指して、両コース内のカート道路の舗装やティフトン芝の除去などコース整備に

努めております。

４【事業等のリスク】

　有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可

能性のある事項には、以下のようなものがあります。

　尚、文中における将来に関する事項は、有価証券報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1）営業収益（売上高）の季節的変動の影響について

　当社の営業収益（売上高、以下売上高という）は毎年３月～11月の９ヶ月における売上高が年間売上高の約９割

と大きな比率を占めております。

　屋外スポーツの属性と毎年12月から翌年２月は厳冬でクローズの日の発生により来場者が激減し、さらには、７

月～８月は猛暑による来場者の減少が続き、季節的変動の影響が大きい企業であります。

(2）外資系企業の参入の影響

　預託金の償還問題に端を発して、外資系企業の業界参入によりプレーフィーの低価格化が一層進む可能性があり

ます。

(3）ゴルフ人口の減少

　シニア層のゴルフ人口が減少しており、長期的には来場者数に影響を及ぼす可能性があります。
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５【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

６【研究開発活動】

　特記事項はありません。

７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、有価証券報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1）重要な会計方針及び見積り

　当社の財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成されております。こ

の財務諸表の作成に当たりまして、決算日における資産・負債及び事業年度の収入・費用の数値に影響を与える見

積りは、主に資産の評価や引当金の計上等であり、これらの見積り及び判断に対して、継続して評価を行っており

ます。

　ただし、過去の実績や状況に応じて合理的と考えられる要因等に基づき、見積り及び判断を行っておりますが、

見積り特有の不確実性があるため、実際の結果は異なる場合があります。

(2）当事業年度の経営成績の分析

　当事業年度の経営成績は、寒波や猛暑等の異常気象や個人消費の冷え込みによる顧客の来場控え等の結果、来場

者は69,114人と前期比6.7％減少し、営業収益も前期比4.3％減少の904百万円となりました。

　一方、営業費用につきましては、人件費の見直しや経費の節減、合理化に努めました結果、前期に比べ30百万円

減少の965百万円となりました。

　営業外収益から営業外費用を控除した純額は、前事業年度に比べ1百万円の減少となりました。これは雑収入が

前期に比べ1百万円減少したこと等によるものであります。

　経常損益におきましては、当事業年度は経常損失29百万円（前期は18百万円の経常損失）となりました。

　また、当期純損失は23百万円（前期は66百万円の当期純損失）となりました。

(3）経営成績に重要な影響を与える要因について

　当社を取り巻くゴルフ場業界は少子高齢化に伴うゴルフ人口の減少、レジャーの多様化、特にシニア層のゴルフ

参加率の低下等に加え、低価格化競争に歯止めがかからない状況により、経営成績に重要な影響を与える状況が続

いております。

(4）戦略的現状と見通し

　当社といたしましては、この状況を踏まえて、外交活動を積極的に展開し、集客対策として送客業者やインター

ネットの活用を図るとともに、倶楽部主催の平日コンペの企画など営業収益（売上高）の増加を目指し、「経常利

益」の増益を見込んでおります。また、業界の活性化として、将来を担うジュニア世代の育成に取り組んでおりま

す。

(5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　営業活動によるキャッシュ・フローでは、前期に比べ67百万円増加の112百万円の資金を得ております。これは

主に税引前当期純損失29百万円があったものの、減価償却費110百万円の計上があったことによるものでありま

す。

　投資活動によるキャッシュ・フローでは前期に比べ36百万円減少の85百万円の資金を使用いたしました。これ

は、主に有形固定資産の取得による支出があったこと等によるものであります。

　財務活動によるキャッシュ・フローでは、当期は、長短借入れによる収入310百万円の資金を得ましたが、長短

借入金の返済による245百万円及び社債償還の94百万円の支出の結果、38百万円の資金を使用いたしました。な

お、前期は15百万円の資金を得ております。

　その結果、当社の当事業年度末における現金及び現金同等物は、前事業年度末と比較して11百万円減少の38百万

円（前事業年度末49百万円）となりました。
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(6）経営者の問題意識と今後の経営について

　当社の経営陣は、現在の事業環境及び入手可能な情報に基づき最善の経営方針と変化即応の経営戦略の立案・策

定をするよう努めております。月２回取締役会を開催し、来場者の状況、ゴルフ場業界の動向、財務・人事の現

況、新規顧客の開拓、内部管理体制の整備状況等「キメ細かな」分析と戦略策定を行っております。

　当面、「営業収益」（売上高）の増収を図るため、魅力あるコース整備やコンペの企画運用等を行ないつつ、外

交活動によるアクティブな来場者誘致策と借入金の返済に注力しております。
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第３【設備の状況】

１【設備投資等の概要】

　当事業年度中におけるソフトウェア投資を含む設備投資は総額98百万円であり、その主なものは、ひろのコース進

入路市道払下げ代金12百万円、ひろのマイクロバス1台5百万円、よかわコース管理事務所改修工事15百万円、よかわ

コース外周害獣防止柵工事等14百万円及び、両コース作業機械21百万円等であります。

 

２【主要な設備の状況】

　当社は、国内に２ヶ所のゴルフ場を運営しております。

平成26年９月30日現在
 

事業所名
（所在地）

設備の内容

帳簿価額  
 

従業員数
（人）

 

建物及び
構築物
（千円）

機械及び
装置、車
両運搬具
（千円）

コース施設
（千円）

土地
（千円）
(面積㎡)

その他
（千円）

合計
（千円）

ひろのコース（本社含む）

（兵庫県三木市）
コース設備 83,719 39,861 692,988

173,781

（495,799.00）
40,357 1,030,708 29（37）

よかわコース

（兵庫県三木市）
コース設備 1,141,405 23,939 749,696

520,088

（819,777.00）
5,576 2,440,707 13（34）

合計 － 1,225,124 63,801 1,442,685
693,870

（1,315,576.00）
45,934 3,471,416 42（71）

　　　（注）帳簿価額のうち「その他」は工具、器具及び備品、建設仮勘定であります。

なお、金額には消費税等を含めておりません。

 

３【設備の新設、除却等の計画】

　該当事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000

計 8,000

 

②【発行済株式】

種類
事業年度末現在発行数

（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成26年12月24日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,252 4,252 非上場
当社は単元株式制度を

採用しておりません。

計 4,252 4,252 － －

　　（注）株式を譲渡するには取締役会の承認を要する旨、定款に定めております。

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。
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（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年９月28日

（注）
△94 4,295 － 515,900 － 992,249

平成24年９月23日

（注）
△25 4,270 － 515,900 － 992,249

平成25年９月22日

（注）
△15 4,255 － 515,900 － 992,249

平成26年９月28日

（注）
△3 4,252 － 515,900 － 992,249

　　（注）　斡旋に伴う端数株式の消却による減少であります。

（６）【所有者別状況】

平成26年９月30日現在
 

区分

株式の状況
単元未満株
式の状況

（株）
政府及び地
方公共団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の法
人

外国法人等
個人その他 計

個人以外 個人

株主数（人） － 4 － 109 － － 1,647 1,760 －

所有株式数

（株）
－ 27 － 621 － － 3,604 4,252 －

所有株式数の

割合（％）
－ 0.6 － 14.6 － － 84.8 100.0 －

 

（７）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱セツヨーアステック 大阪市北区南森町２丁目１－29 33 0.77

旭洋紙パルプ㈱ 東京都中央区日本橋本町１丁目１－１ 22 0.51

センコー㈱ 大阪市北区大淀中１丁目－１－30－1400 20 0.47

関西電力㈱ 大阪市北区中之島３丁目６－16 18 0.42

中井エンジニアリング㈱ 大阪市中央区淡路町４丁目４－15 16 0.37

㈱スタジオアリス 大阪市北区梅田１丁目８－17 12 0.28

東レインターナショナル㈱ 東京都中央区日本橋本町３丁目－１－１ 12 0.28

合同製鐵㈱ 大阪市北区堂島浜２丁目２－８ 11 0.25

㈱心斎橋ビルヂング 大阪市天王寺区真田山町１丁目５－403 11 0.25

レンゴー㈱ 大阪市北区中之島２丁目２－７ 10 0.23

計 － 165 3.88
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（８）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 4,252 4,252 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 4,252 － －

総株主の議決権 － 4,252 －

 

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

（９）【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

２【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】　該当事項はありません。

（１）【株主総会決議による取得の状況】

　該当事項はありません。

（２）【取締役会決議による取得の状況】

　該当事項はありません。

（３）【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

　該当事項はありません。

（４）【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

　該当事項はありません。

３【配当政策】

　当社は企業体質の一層の強化のため、株主の皆様に対する剰余金の配当を見送り、内部留保につとめたく当分の

間、無配とすることとしております。内部留保資金につきましては、来場者のニーズに応えるコース整備及び設備の

改善に役立てたいと考えております。

　なお、配当の回数については定款上、毎事業年度末に年一回、配当することを定めています。

　配当の決定機関は、株主総会であります。
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４【株価の推移】

　当社は非上場につき該当ありません。

５【役員の状況】

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
（株）

代表取締役

社長
 浅井　哲史 昭和26年11月30日生

 
平成23年12月 当社、取締役

平成24年７月 当社、常務取締役

平成24年12月 当社、代表取締役社長（現任）
 

（注）2 2

常務取締役  諸岡　嘉義 昭和11年９月28日生

 
平成22年１月 諸岡電機工業株式会社代表取締役相談役

（現任）

平成13年12月

平成21年12月

当社、取締役

当社、常務取締役（現任）
 

（注）2 2

取締役  炭田　孝明 昭和13年２月17日生

 
平成15年12月 当社、取締役

平成19年12月

平成21年12月

平成24年12月

当社、常務取締役

当社、代表取締役社長

当社、取締役相談役（現任）
 

（注）2 4

取締役  鈴木　慶一 昭和24年１月３日生

 
平成７年３月 鈴木合金株式会社代表取締役社長（現任）

平成19年12月 当社、取締役（現任）

 

（注）2 2

取締役  中島　守 昭和26年７月９日生

 
平成21年12月

平成25年３月

当社、取締役（現任）

株式会社公益社特別顧問（現任）
 

（注）2 2

取締役   山本　浤 昭和20年７月14日生

 
平成21年７月 税理士法人ＳＯＲＡ顧問（現任）

平成23年12月 当社、取締役（現任）
 

（注）2 2

監査役  中村　忠矩 昭和18年12月19日生

 
昭和56年12月 中村司法書士事務所所長（現任）

平成19年12月 当社、監査役（現任）
 

（注）3 2

監査役  宮地　主 昭和21年４月３日生

 
平成７年８月 宮地公認会計士事務所所長（現任）

平成21年12月 当社、監査役（現任）
 

（注）3 2

    計  18

　（注）１．監査役は全員、社外監査役であります。

　　　　２．平成25年12月９日開催の定時株主総会の終結の時から２年間

　　　　３．平成23年12月12日開催の定時株主総会の終結の時から４年間
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６【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの状況】

　コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

　当社は、経営環境の変化にともなう「経営判断の迅速化」や株主に対する「経営の透明性」がますます求められる

情勢において、「企業経営は誰のために行うのか」「経営陣を誰がどのように監視するのか」といったいわゆる「企

業統治」に関することは、当社の経営を継続してゆくうえでの根幹に関わる重要課題であると認識しております。

(1）会社の機関の内容及び内部統制システムの整備の状況

　平成26年12月24日現在では取締役６名、監査役２名であり、取締役会は毎月２回開催し重要課題について審議を

重ねております。

　監査役につきましては、取締役会、その他の重要な会議に出席し、取締役の業務執行について厳正な監視を行っ

ております。また、監査役は２名で構成しており、全員が社外監査役であり、客観的な立場から取締役の職務執行

を監視しております。

　会計監査は、ひびき監査法人と監査契約を結び、正しい経営情報を提供し、公正不偏な立場から監査が実施され

る環境を整備しております。顧問弁護士からは、必要に応じて適宜コーポレート・ガバナンス等に関する法的アド

バイスを受けております。

　会社とコーポレート・ガバナンスの充実に向けた取組みの最近１年間における実施状況としては、取締役会を毎

月２回以上開催し、法令で定められた事項や経営に関する重要事項を決定するとともに、業務執行状況を監督して

おります。取締役及び監査役が出席し、活発な議論のもと機動的な意思決定を行っております。

(2）リスク管理体制の整備の状況

　当社は、業務に関わるすべてのリスクについて適切に管理することにより、長期的な業容の拡大、安定的な収益

の確保と健全な経営基盤の確立を経営上の重要課題としております。これに対応するため、各業務部門において規

則・基準を定め、リスクの測定、管理手法の研究等を行っております。リスクの発見が予見される場合には顧問契

約を締結している法律事務所をはじめとする専門機関と適宜相談を行い、予防に努めるとともに、問題が発生した

場合には迅速な対応を図ることにしております。
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(3）役員報酬の内容

当事業年度における取締役報酬総額は、社内取締役（1名）に対する報酬の10,000千円であります。

監査役は、無報酬であります。

　なお、取締役報酬は、平成23年12月12日開催の第54期定時株主総会において決議された取締役に対する報酬支給

限度額（年額）30,000千円の範囲内で支給しております。

 

(4）内部監査及び監査役監査の組織

　現在のところ内部監査制度は採用しておりませんが、今後、制度導入を検討すべきであると認識しております。

　当社監査役が毎月２回の取締役会に出席するとともに、随時業務監査を主として実施し、取締役会に報告してお

ります。

　なお、監査役と会計監査人は、定期的にディスカッションを行い、情報の共有化を図っております。

(5）社外監査役と提出会社との関係

　社外監査役と提出会社には、人的関係、資本的関係、取引関係、その他の利害関係はありません。

(6）会計監査の状況

１．業務を執行した公認会計士の氏名及び所属する監査法人名

瀧川　鉄雄（ひびき監査法人）

富田　雅彦（ひびき監査法人）

２．監査業務に係る補助者の構成

公認会計士　１名　　その他　2名

(7）取締役の定数

　当社の取締役は３名以上15名以内とする旨、定款に定めております。

(8）取締役の選任の決議要件

　当社は、取締役の選任決議については、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株

主が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨、定款に定めております。

　　　　また、取締役の選任決議については、累積投票によらないものとする旨、定款に定めております。

(9）株主総会の特別決議要件

　当社は、会社法第309条第２項に定める株主総会の特別決議については、議決権を有することができる株主の議

決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以上をもって行う旨、定款に定めております。

これは、当該規定により、株主総会の円滑な運営を行うことを目的とするものであります。
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（２）【監査報酬の内容等】

①【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

3,900 － 3,900 －

 

②【その他重要な報酬の内容】

　前事業年度（自　平成24年10月１日　至　平成25年９月30日）

　　該当事項はありません。

 

　当事業年度（自　平成25年10月１日　至　平成26年９月30日）

　　該当事項はありません。

 

 

③【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

　前事業年度（自　平成24年10月１日　至　平成25年９月30日）

　　該当事項はありません。

 

　当事業年度（自　平成25年10月１日　至　平成26年９月30日）

　　該当事項はありません。

 

 

④【監査報酬の決定方針】

 　当社の監査公認会計士等に対する監査報酬の決定方針としましては、監査契約書等の記載事項に基づき、業

務の特性等の要素を勘案して、適切に判断し、決定しております。
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第５【経理の状況】

１．財務諸表の作成方法について

　当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下「財

務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、当事業年度（平成25年10月1日から平成26年9月30日まで）の財務諸表に含まれる比較情報については、「財

務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成24年9月21日内閣府令第61

号）附則第2条第2項により、改正前の財務諸表等規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、事業年度（平成25年10月１日から平成26年９月30日

まで）の財務諸表について、ひびき監査法人により監査を受けております。

　なお、大阪監査法人は、平成26年7月1日付けをもって新橋監査法人及びペガサス監査法人と合併し、名称をひびき

監査法人に変更しております。

３．連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。

４．財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて

 当社は、財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みを行っております。具体的には、専門的情報を有する

団体等が主催する研修・セミナー・説明会等に参加し、会計基準、法令等を遵守するための教育を行うことによって

会計基準等の内容を適切に把握し、又は会計基準等の変更等について的確に対応することができる体制を整備してお

ります。
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１【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(平成25年９月30日)
当事業年度

(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 57,558 42,423

未収入金 63,641 66,627

商品 1,426 2,025

貯蔵品 7,171 7,604

前払費用 1,078 891

繰延税金資産 3,583 3,724

その他 1,074 723

流動資産合計 135,533 124,020

固定資産   

有形固定資産   

建物 3,833,965 3,866,195

減価償却累計額 △2,738,689 △2,801,035

建物（純額） ※１ 1,095,275 ※１ 1,065,160

構築物 1,481,170 1,498,960

減価償却累計額 △1,317,815 △1,338,996

構築物（純額） 163,355 159,964

機械及び装置 396,020 419,043

減価償却累計額 △365,462 △374,041

機械及び装置（純額） 30,557 45,002

車両運搬具 103,200 105,913

減価償却累計額 △82,564 △87,114

車両運搬具（純額） 20,636 18,799

工具、器具及び備品 268,871 272,301

減価償却累計額 △220,152 △227,841

工具、器具及び備品（純額） 48,718 44,459

土地 ※１ 681,117 ※１ 693,870

コース施設 ※１ 1,440,353 ※１ 1,442,685

建設仮勘定 1,523 1,474

有形固定資産合計 3,481,539 3,471,416

無形固定資産   

電話加入権 659 659

ソフトウエア 2,773 1,386

無形固定資産合計 3,433 2,046

投資その他の資産   

出資金 10 10

長期前払費用 4,109 10,219

差入保証金 5,803 5,303

投資その他の資産合計 9,922 15,532

固定資産合計 3,494,895 3,488,995

資産合計 3,630,429 3,613,015
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(平成25年９月30日)
当事業年度

(平成26年９月30日)

負債の部   

流動負債   

短期借入金 100,000 70,000

1年内返済予定の長期借入金 ※１ 114,540 ※１ 121,852

1年内償還予定の社債 94,000 84,000

リース債務 5,714 10,037

未払金 75,795 83,082

未払消費税等 － 13,697

未払費用 22,980 22,948

未払法人税等 4,254 6,011

前受金 18,057 16,722

預り金 22,549 20,789

賞与引当金 5,300 5,300

会員権預り金 36,000 36,000

流動負債合計 499,191 490,441

固定負債   

長期借入金 ※１ 178,829 ※１ 265,708

社債 199,000 115,000

リース債務 12,270 25,527

長期未払金 28,611 34,808

繰延税金負債 209,843 199,887

退職給付引当金 93,395 95,652

固定負債合計 721,950 736,583

負債合計 1,221,142 1,227,025

純資産の部   

株主資本   

資本金 515,900 515,900

資本剰余金   

資本準備金 992,249 992,249

資本剰余金合計 992,249 992,249

利益剰余金   

その他利益剰余金   

買換資産圧縮積立金 495,504 469,635

繰越利益剰余金 405,633 408,206

利益剰余金合計 901,138 877,841

株主資本合計 2,409,287 2,385,990

純資産合計 2,409,287 2,385,990

負債純資産合計 3,630,429 3,613,015
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②【損益計算書】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　平成24年10月１日
　至　平成25年９月30日)

当事業年度
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年９月30日)

営業収益   

各種料金収入 763,107 723,977

売店売上収入 22,827 23,724

食堂経営委託収入 20,648 19,609

売店等経営委託収入 155 211

会費収入 136,104 135,185

ロッカー保管料収入 1,736 1,692

営業収益合計 944,579 904,399

営業費用   

商品売上原価 12,474 13,894

従業員給与賞与 287,943 280,002

賞与引当金繰入額 5,300 5,300

退職給付引当金繰入額 3,690 2,257

その他の人件費 55,254 57,309

修繕費 17,822 13,922

コース管理費 127,539 117,444

減価償却費 101,221 110,210

租税公課 44,132 43,778

その他 340,805 321,582

営業費用合計 996,184 965,701

営業損失（△） △51,604 △61,302

営業外収益   

受取利息 13 4

会員登録料及び株式名義書換料 35,211 34,532

賃貸収入 2,663 2,303

雑収入 6,303 4,464

営業外収益合計 44,191 41,304

営業外費用   

支払利息 5,745 6,537

社債利息 3,654 2,916

社債発行費償却 1,919 －

営業外費用合計 11,319 9,453

経常損失（△） △18,732 △29,451

特別損失   

災害による損失 － 500

固定資産除却損 ※１ 83,948 ※１ 11

特別損失合計 83,948 511

税引前当期純損失（△） △102,680 △29,962

法人税、住民税及び事業税 2,344 3,430

法人税等調整額 △38,831 △10,096

法人税等合計 △36,487 △6,665

当期純損失（△） △66,193 △23,296
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③【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自　平成24年10月１日　至　平成25年９月30日）

      (単位：千円)

 株主資本

純資産合計

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
 

資本準備金

その他利益剰余金

利益剰余金合計
 

買換資産圧縮積
立金

繰越利益剰余金

当期首残高 515,900 992,249 519,369 447,961 967,331 2,475,480 2,475,480

当期変動額        

当期純損失（△） － － － △66,193 △66,193 △66,193 △66,193

買換資産圧縮積立金の
取崩

－ － △23,864 23,864 － － －

当期変動額合計 － － △23,864 △42,328 △66,193 △66,193 △66,193

当期末残高 515,900 992,249 495,504 405,633 901,138 2,409,287 2,409,287

 

当事業年度（自　平成25年10月１日　至　平成26年９月30日）

      (単位：千円)

 株主資本

純資産合計

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
 

資本準備金

その他利益剰余金

利益剰余金合計
 

買換資産圧縮
積立金

繰越利益剰余金

当期首残高 515,900 992,249 495,504 405,633 901,138 2,409,287 2,409,287

当期変動額        

当期純損失（△） － － － △23,296 △23,296 △23,296 △23,296

買換資産圧縮積立金の
取崩

－ － △25,869 25,869 － － －

当期変動額合計 － － △25,869 2,572 △23,296 △23,296 △23,296

当期末残高 515,900 992,249 469,635 408,206 877,841 2,385,990 2,385,990
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④【キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　平成24年10月１日
　至　平成25年９月30日)

当事業年度
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前当期純損失（△） △102,680 △29,962

減価償却費 101,221 110,210

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,700 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △709 2,257

有形固定資産除却損 83,948 11

受取利息及び受取配当金 △13 △4

支払利息及び社債利息 9,400 9,453

たな卸資産の増減額（△は増加） △380 △1,033

仕入債務の増減額（△は減少） △5,023 232

未払人件費の増減額（△は減少） 10,791 0

未払消費税等の増減額（△は減少） △7,449 13,697

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減

少）
△754 669

その他 △32,628 18,921

小計 57,421 124,452

利息及び配当金の受取額 13 4

利息の支払額 △9,973 △9,296

法人税等の支払額 △2,344 △2,344

営業活動によるキャッシュ・フロー 45,117 112,815

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △4,800 △4,500

定期預金の払戻による収入 21,600 8,603

有形固定資産の取得による支出 △136,930 △83,012

投資その他の資産の増減額（△は増加） △2,012 △6,290

投資活動によるキャッシュ・フロー △122,144 △85,199

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 140,000 70,000

短期借入金の返済による支出 △110,000 △100,000

長期借入れによる収入 110,000 240,000

長期借入金の返済による支出 △158,055 △145,809

社債の発行による収入 120,000 －

社債の償還による支出 △82,000 △94,000

リース債務の返済による支出 △4,536 △8,838

財務活動によるキャッシュ・フロー 15,408 △38,647

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △61,618 △11,031

現金及び現金同等物の期首残高 110,673 49,055

現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 49,055 ※１ 38,023
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

 

（重要な会計方針）

１．たな卸資産の評価基準及び評価方法

商品、貯蔵品

……最終仕入原価法による原価法（収益性低下による簿価切り下げの方法）を採用しております。

２．固定資産の減価償却の方法

(1）有形固定資産（リース資産除く）

　定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）については定額法）を採用し

ております。

　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物　　　　８～50年

構築物　　　８～30年

(2）無形固定資産

　　定額法を採用しております。

(3) リース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

　なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年９月30日以前のリー

ス取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

(4）長期前払費用

　定額法を採用しております。

３．繰延資産の処理方法

　　　社債発行費は、支出時に全額費用処理しております。

４．引当金の計上基準

(1）賞与引当金

　従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、将来の支給見込額のうち、当期の負担額を計上してお

ります。

(2）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、退職給付引当金及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都

合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

５．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　　　手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、僅少なリスクしか負わない取得日

から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

６．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

　消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。

 

（貸借対照表関係）

※１　担保資産及び担保付債務

　担保に供している資産は、次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成25年９月30日）
当事業年度

（平成26年９月30日）

建物 1,030,197千円 980,784千円

土地 310,829 310,829

コース施設 1,440,353 1,442,685

計 2,781,380 2,734,299

 

　担保付債務は、次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成25年９月30日）
当事業年度

（平成26年９月30日）

長期借入金

（１年内返済予定のものを含む）
293,369千円 387,560千円
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（損益計算書関係）

※１　固定資産除却損の主な内訳は、次の通りであります。

前事業年度
（自　平成24年10月１日
至　平成25年９月30日）

当事業年度
（自　平成25年10月１日
至　平成26年９月30日）

建物 3,567千円 車輛運搬具 11千円

構築物 807   

コース施設 71,807   

除却費用 7,765   
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（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度（自　平成24年10月１日　至　平成25年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

 
当事業年度期首株
式数（株）

当事業年度増加株
式数（株）

当事業年度減少株
式数（株）

当事業年度末株式
数（株）

発行済株式     

普通株式 4,270 － 15 4,255

合計 4,270 － 15 4,255

 

　　　（注）普通株式の発行済株式総数の減少15株は、斡旋に伴う端数株式の消却によるものであります。

２．自己株式の種類及び株式数に関する事項

　該当事項はありません。

３．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

(1）配当金支払額

　該当事項はありません。

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

　該当事項はありません。

 

当事業年度（自　平成25年10月１日　至　平成26年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

 
当事業年度期首株
式数（株）

当事業年度増加株
式数（株）

当事業年度減少株
式数（株）

当事業年度末株式
数（株）

発行済株式     

普通株式 4,255 － 3 4,252

合計 4,255 － 3 4,252

 

　　　（注）普通株式の発行済株式総数の減少3株は、斡旋に伴う端数株式の消却によるものであります。

２．自己株式の種類及び株式数に関する事項

　該当事項はありません。

３．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

(1）配当金支払額

　該当事項はありません。

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

　該当事項はありません。
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（キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前事業年度

（自　平成24年10月１日
至　平成25年９月30日）

当事業年度
（自　平成25年10月１日
至　平成26年９月30日）

現金及び預金 57,558千円 42,423千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △8,503 △4,400

現金及び現金同等物 49,055 38,023

 

２　重要な非資金取引の内容

ファイナンス・リース取引に係る資産及び債務の額

 
前事業年度

（自　平成24年10月１日
至　平成25年９月30日）

当事業年度
（自　平成25年10月１日
至　平成26年９月30日）

ファイナンス・リース取引に係る資産及び債務の額 17,985千円 26,418千円

 

 

（リース取引関係）

（借主側）

１．ファイナンス・リース取引

所有権移転外ファイナンス・リース取引

①　リース資産の内容

（ア）有形固定資産

　営業管理業務コンピューターにおけるハード機器であります。

（イ）無形固定資産

　ソフトウエアであります。

②　リース資産の減価償却の方法

　重要な会計方針「２．固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりであります。

 

　なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が、平成20年９月30日以前

のリース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっており、その内容は次

のとおりであります。

 

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額及び期末残高相当額

（単位：千円）
 

 
前事業年度（平成25年９月30日）

取得価額相当額 減価償却累計額相当額 期末残高相当額

工具、器具及び備品 3,246 3,246 －

合計 3,246 3,246 －

 

　当事業年度（平成26年９月30日）

　　該当事項はありません。
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(2）未経過リース料期末残高相当額等

　　該当事項はありません。

 
 
 

(3）支払リース料及び減価償却費相当額

（単位：千円）
 

 
前事業年度

（自　平成24年10月１日
至　平成25年９月30日）

当事業年度
（自　平成25年10月１日
至　平成26年９月30日）

支払リース料 77 －

減価償却費相当額 77 －

 

(4）減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。
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（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項

(1）金融商品に対する取組方針

　当社は、一時的な余資は預金等の安全性の高い金融資産で運用し、また、必要な資金は銀行等金融機関

からの借入により調達しております。

 

(2）金融商品の内容及びそのリスク

　短期借入金は、運転資金に係る調達であります。

　長期借入金は、設備投資及び運転資金に係る調達であります。市場金利をベースとした変動金利の借入

を一部行っており、金利の変動リスクに留意が必要であります。

 

(3）金融商品に係るリスク管理体制

　当社は、総務部経理課が適時に資金繰計画を作成・更新し、手許流動性の維持などにより、資金調達に

係る流動性リスクを管理しております。

 

(4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額

が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採

用することにより、当該価額が変動することがあります。

 

２．金融商品の時価等に関する事項

　貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

前事業年度（平成25年９月30日）

 
貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

(1）現金及び預金 57,558 57,558 －

(2）未払金 (75,795) (75,795) －

(3) 短期借入金 (100,000) (100,000) －

(4）社債（1年内償還予定の社債を含む） (293,000) (292,634) 366

(5）長期借入金（1年内返済予定の長期借入

金を含む）
(293,369) (292,012) 1,357

（※）　負債に計上されるものについては、（　）で示しております。

 

当事業年度（平成26年９月30日）

 
貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

(1）現金及び預金 42,423 42,423 －

(2）未払金 （83,082） （83,082） －

(3) 短期借入金 （70,000） （70,000） －

(4）社債（1年内償還予定の社債を含む） （199,000） （200,079） △1,079

(5）長期借入金（1年内返済予定の長期借入

金を含む）
（387,560） （387,183） 377

（※）　負債に計上されるものについては、（　）で示しております。
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（注）１．金融商品の時価の算定方法に関する事項

(1）現金及び預金

　　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。

(2）未払金　(3)短期借入金

　　これらは短期で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。

(4）社債（1年内償還予定の社債を含む）

　これらの時価は、元利金の合計額を当該社債の残存期間及び信用リスクを加味した利率で割り引いた現在

価値により算定しております。

(5）長期借入金（1年内返済予定の長期借入金を含む）

　これらの時価は、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値

により算定しております。

 

　　　　２．金銭債権の決算日後の償還予定額

前事業年度（平成25年９月30日）

 
１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 57,558 － － －

 

当事業年度（平成26年９月30日）

 
１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 42,423 － － －
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　　　　３．社債及び長期借入金の決算日後の返済予定額

　　　　　　前事業年度（平成25年９月30日）

 
1年以内

（千円）

1年超

2年以内

（千円）

2年超

3年以内

（千円）

3年超

4年以内

（千円）

4年超

5年以内

（千円）

5年超

（千円）

　短期借入金 100,000 － － － － －

　社債 94,000 84,000 64,000 39,000 12,000 －

　長期借入金 114,540 72,532 47,954 29,488 19,110 9,745

　リース債務 5,714 5,714 1,869 1,869 1,519 1,297

合計 314,254 162,246 113,823 70,357 32,629 11,042

 

当事業年度（平成26年９月30日）

 
1年以内

（千円）

1年超

2年以内

（千円）

2年超

3年以内

（千円）

3年超

4年以内

（千円）

4年超

5年以内

（千円）

5年超

（千円）

　短期借入金 70,000 － － － － －

　社債 84,000 64,000 39,000 12,000 － －

　長期借入金 121,852 97,274 76,020 65,094 22,555 4,765

　リース債務 10,037 6,193 6,193 5,843 4,281 2,732

合計 285,889 167,467 121,213 82,937 26,836 7,497

 

 

（有価証券関係）

　該当事項はありません。

 

 

（デリバティブ取引関係）

　当該事項はありません。
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（退職給付関係）

前事業年度（自　平成24年10月1日　至　平成25年9月30日）

１．採用している退職給付制度の概要

　当社は、確定給付型の制度として、退職一時金制度を設けております。

　また、従業員の退職等に際して、割増退職金を支払う場合があります。

 

２．退職給付債務に関する事項

 
前事業年度

（平成25年９月30日）
 

(1）退職給付債務（千円） 93,395    

(2）退職給付引当金（千円） 93,395    

 

３．退職給付費用に関する事項

 
前事業年度

（自　平成24年10月１日
至　平成25年９月30日）

 

退職給付費用（千円） 3,690  

(1）勤務費用（千円） 3,690  

 

４．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

　　退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務としております。

 

当事業年度（自　平成25年10月1日　至　平成26年9月30日）

１．採用している退職給付制度の概要

　当社は、確定給付型の制度として、退職一時金制度を設けております。

　また、従業員の退職等に際して、割増退職金を支払う場合があります。

　なお、退職一時金制度は、簡便法により退職給付引当金及び退職給付費用を計算しております。

 

２．確定給付制度

　（1）簡便法を適用した制度の退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

　退職給付引当金の期首残高 93,395 千円  

　　退職給付費用 2,257   

　退職給付引当金の期末残高 95,652   

 

　（2）退職給付債務の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整表

　非積立制度の退職給付債務 95,652 千円  

　貸借対照表に計上された負債と資産の純額 95,652   

    

　退職給付引当金 95,652 千円  

　貸借対照表に計上された負債と資産の純額 95,652   

 

　（3）退職給付費用

　簡便法で計算した退職給付費用 2,257 千円  

 

 

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前事業年度

（平成25年９月30日）
 

当事業年度
（平成26年９月30日）

繰延税金資産    

退職給付引当金 33,155千円 33,956千円

賞与引当金 2,014  2,014

未払事業税 1,569  1,710

繰越欠損金 29,761  23,332

その他 1,576  1,304

繰延税金資産合計 68,076  62,317

繰延税金負債    

買換資産圧縮積立金 274,336  258,481

繰延税金負債合計 274,336  258,481

繰延税金負債の純額 206,260  196,163

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因

となった主要な項目別の内訳

 
前事業年度

（平成25年９月30日）
 

当事業年度
（平成26年９月30日）

 税引前当期純損失が計上さ

れているため、記載してお

りません。

 

 

 

 

 

 

 税引前当期純損失が計上さ

れているため、記載してお

りません。

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

 

３．法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

　「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第10号）が平成26年3月31日に公布され、平成26年4

月1日以降に開始する事業年度から復興特別法人税が課されないことになりました。これに伴い、繰延税金

資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は平成26年10月1日に開始する事業年度に解消が見込

まれる一時差異については従来の38.0％から35.5％になります。

　この税率の変更による影響は軽微であります。

 

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

 

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

 

 

（資産除去債務関係）

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　　　　　当社は、ゴルフ事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

 

【関連情報】

前事業年度（自 平成24年10月１日 至 平成25年９月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を

省略しております。

 

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　　本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

 

(2）有形固定資産

　　本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記

　載を省略しております。

 

 

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありませ

ん。

 

当事業年度（自 平成25年10月１日 至 平成26年９月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を

省略しております。

 

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　　本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

 

(2）有形固定資産

　　本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記

　載を省略しております。

 

 

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありませ

ん。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前事業年度（自 平成24年10月１日 至 平成25年９月30日）

　該当事項はありません。

 

当事業年度（自 平成25年10月１日 至 平成26年９月30日）

　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前事業年度（自 平成24年10月１日 至 平成25年９月30日）

　該当事項はありません。

 

当事業年度（自 平成25年10月１日 至 平成26年９月30日）

　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前事業年度（自 平成24年10月１日 至 平成25年９月30日）

　該当事項はありません。

 

当事業年度（自 平成25年10月１日 至 平成26年９月30日）

　該当事項はありません。

 

【関連当事者情報】

　　　　 前事業年度（自　平成24年10月１日　至　平成25年９月30日）

　　　　　　該当事項はありません。

 

　　　　 当事業年度（自　平成25年10月１日　至　平成26年９月30日）

　　　　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

項目
前事業年度

（自　平成24年10月１日
至　平成25年９月30日）

当事業年度
（自　平成25年10月１日
至　平成26年９月30日）

１株当たり純資産額       566,224円94銭       561,145円   49銭

１株当たり当期純損失金額（△）  △15,505円51銭  △5,476円   38銭

 　なお、潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額については、潜在株

式がないため記載しておりません。

同左

　（注）　１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前事業年度

（自　平成24年10月１日
至　平成25年９月30日）

当事業年度
（自　平成25年10月１日
至　平成26年９月30日）

当期純損失金額（△）（千円） △66,193 △23,296

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純損失金額（△）（千

円）
△66,193 △23,296

普通株式の期中平均株式数（株） 4,269 4,254

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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⑤【附属明細表】

【有価証券明細表】

　該当事項はありません。

 

【有形固定資産等明細表】

資産の種類
当期首残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（千円）

当期末残高
（千円）

当期末減価償
却累計額又は
償却累計額

(千円)

当期償却額
（千円）

差引当期末残
高（千円）

有形固定資産        

建物 3,833,965 32,230 － 3,866,195 2,801,035 62,345 1,065,160

構築物 1,481,170 17,789 － 1,498,960 1,338,996 21,181 159,964

機械及び装置 396,020 23,023 － 419,043 374,041 8,578 45,002

車両運搬具 103,200 6,522 3,809 105,913 87,114 8,349 18,799

工具、器具及び備品 268,871 3,429 － 272,301 227,841 7,688 44,459

土地 681,117 12,752 － 693,870 － － 693,870

コース施設 1,440,353 2,331 － 1,442,685 － － 1,442,685

建設仮勘定 1,523 87,474 87,522 1,474 － － 1,474

有形固定資産計 8,206,223 185,553 91,332 8,300,444 4,829,028 108,143 3,471,416

無形固定資産        

電話加入権 659 － － 659 － － 659

ソフトウェア 6,933 － － 6,933 5,547 1,386 1,386

無形固定資産計 7,593 － － 7,593 5,547 1,386 2,046

長期前払費用 7,802 6,790 － 14,593 4,374 680 10,219

繰延資産 － － － － － － －

　（注）　当期増加額のうち、主なものは次のとおりであります。

資産の種類 金額（千円） 増加理由

建物 15,308 よかわ　コース管理事務所改修工事

土地 12,752 ひろの　進入路市道払下げ

構築物 9,057 よかわ　コース外周害獣防止柵工事

構築物 5,704 よかわ　イノシシ除け門扉工事

車輛運搬具 5,130 ひろの　マイクロバス　1台

 

　　　　当期減少額のうち、主なものは次のとおりであります。

資産の種類 金額（千円） 減少理由

車輛運搬具 3,809 ひろの　マイクロバス　1台
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【社債明細表】

銘柄 発行年月日
当期首残高
（千円）

当期末残高
（千円）

利率
（％）

担保 償還期限

株式会社花屋敷ゴルフ倶楽部

第４回無担保社債
平成21年12月30日

 
(20,000)

30,000

 
(10,000)

10,000

0.80 なし 平成26年12月30日

株式会社花屋敷ゴルフ倶楽部

第５回無担保社債
平成22年12月30日

(20,000)

50,000

(20,000)

30,000
0.77 なし 平成27年12月30日

株式会社花屋敷ゴルフ倶楽部

第６回無担保社債
平成23年12月27日

(30,000)

105,000

(30,000)

75,000
0.64 なし 平成29年１月31日

株式会社花屋敷ゴルフ倶楽部

第７回無担保社債
平成24年12月28日

(24,000)

108,000

(24,000)

84,000
0.44 なし 平成29年12月29日

合計 －
(94,000)

293,000

(84,000)

199,000
－ － －

　（注）１．（　）は、１年以内償還予定額であります。

２．貸借対照表日後５年間の償還予定額は以下のとおりであります。

１年以内
（千円）

１年超２年以内
（千円）

２年超３年以内
（千円）

３年超４年以内
（千円）

４年超５年以内
（千円）

84,000 64,000 39,000 12,000 －

 

【借入金等明細表】

区分
当期首残高
（千円）

当期末残高
（千円）

平均利率
（％）

返済期限

短期借入金 100,000 70,000 1.975 －

１年以内に返済予定の長期借入金 114,540 121,852 1.546 －

1年以内に返済予定のリース債務 5,714 10,037 － －

長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。） 178,829 265,708 1.457 平成27年～32年

リース債務（1年以内に返済予定のものを除く。） 12,270 25,527 － 平成27年～33年

その他有利子負債 － － － －

合計 411,354 493,124 － －

　（注）１．平均利率の算定は、当期末の残高及び金利によっております。

　　　　２．リース債務の平均利率については、リース料総額に含まれる利息相当額を控除する前の金額でリース債務を

貸借対照表に計上しているため、記載しておりません。

３．長期借入金及びリース債務（１年以内に返済予定のものを除く。）の貸借対照表日後５年間の返済予定額は

以下のとおりであります。

 
１年超２年以内

（千円）
２年超３年以内

（千円）
３年超４年以内

（千円）
４年超５年以内

（千円）

長期借入金 97,274 76,020 65,094 22,555

リース債務 6,193 6,193 5,843 4,281

 

【引当金明細表】

区分
当期首残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（目的使用）
（千円）

当期減少額
（その他）
（千円）

当期末残高
（千円）

賞与引当金 5,300 5,300 5,300 － 5,300
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【資産除去債務明細表】

　該当事項はありません。

 

（２）【主な資産及び負債の内容】

①　流動資産

イ　現金及び預金

区分 金額（千円）

現金 5,249

預金の種類  

当座預金 26,368

普通預金 4,916

定期預金 4,400

郵便貯金 1,489

小計 37,174

合計 42,423

 

ロ　未収入金

区分 金額（千円）

フロント未収入金

（料金・売店・食堂売上高他）
2,949

クレジットカード未収入金

（料金・売店・食堂売上高他）
34,715

ゴルフ倶楽部会費及びロッカー保管料 2,644

特別会費 24,420

会員名義登録料 1,898

合計 66,627

 

（フロント未収入金の回収状況）

（Ａ）
当期首残高
（千円）

（Ｂ）
当期発生高
（千円）

（Ｃ）
当期回収高
（千円）

（Ｄ）
当期末残高
（千円）

回収率（％）

 
Ｃ

Ａ ＋ Ｂ
 

2,635 67,035 66,721 2,949 95.8

　（注）　当期発生高には、消費税等が含まれております。

（ゴルフ倶楽部会費及びロッカー保管料の回収状況）

（Ａ'）
当期首残高
（千円）

（Ｂ'）
当期発生高
（千円）

（Ｃ'）
当期回収高
（千円）

（Ｄ'）
当期末残高
（千円）

回収率（％）

 
Ｃ'

Ａ'＋Ｂ'
 

3,942 133,351 134,650 2,644 98.1

　（注）　当期発生高には、消費税等が含まれております。
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（未収入金の滞留状況）

区分 滞留日数（日） 算式

フロント未収入金 　　15日

 
 Ａ ＋ Ｄ  

 ２  

 Ｂ  

 365  
 

会費及びロッカー保管料 　　9日

 

ハ　商品

区分 金額（千円）

ゴルフ用品 1,808

コース売店商品 119

たばこ 97

合計 2,025

 

ニ　貯蔵品

区分 金額（千円）

ひろの　コース肥料・農薬 5,931

ひろの　ガソリン・軽油 694

よかわ　ガソリン・軽油 978

合計 7,604

 

②　固定負債

イ　繰延税金負債（固定）

区分 金額（千円）

繰延税金負債 258,481

繰延税金資産 62,317

差引 196,163

 

（３）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 10月１日から９月30日まで

定時株主総会 12月中

基準日 ９月30日

株券の種類 １株券

剰余金の配当の基準日 ９月30日

１単元の株式数 －

株式の名義書換え  

取扱場所
兵庫県三木市吉川町上荒川字松ヶ浦713番地の１

株式会社花屋敷ゴルフ倶楽部

株主名簿管理人 なし

取次所 なし

名義書換手数料 株券１枚につき1,000円

新券交付手数料 株券１枚につき5,000円

単元未満株式の買取り  

取扱場所 －

株主名簿管理人 －

取次所 －

買取手数料 －

公告掲載方法

電子公告とする。但し、事故その他やむをえない事由によって電子公告

をすることができない場合は、官報に掲載して行う。

公告掲載URL（http://www.hanayashikigc.co.jp）

株主に対する特典 なし

　（注）　当社の株式を譲渡するには、定款第14条により、取締役会の承認を必要とします。

 

EDINET提出書類

株式会社花屋敷ゴルフ倶楽部(E04635)

有価証券報告書

40/43



第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

　当社は、親会社等はありません。

 

２【その他の参考情報】

　当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度（第56期）（自　平成24年10月１日　至　平成25年９月30日）平成25年12月20日近畿財務局長に提

出。

(2）半期報告書

　（第57期中）（自　平成25年10月１日　至　平成26年３月31日）平成26年６月24日近畿財務局長に提出。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書

 

  平成26年12月24日  

株式会社　花屋敷ゴルフ倶楽部    

 

 　取締役会　御中  

 

 ひびき監査法人  

 

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士 瀧川　鉄雄　　印

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士 富田　雅彦　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて
いる株式会社花屋敷ゴルフ倶楽部の平成25年10月１日から平成26年９月30日までの第57期事業年度の財務諸表、すなわ
ち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針、その他の注記及び
附属明細表について監査を行った。
 
財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表示
することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が
必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することに
ある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、
当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに
基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査
法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。財務
諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に
際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。
また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体と
しての財務諸表の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
 
監査意見
　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社
花屋敷ゴルフ倶楽部の平成26年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
 

　（注）１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が財務諸表に添付する
形で別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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